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四日市メリノール学院高等学校
学校案内2024通信制課程

自由な学びで叶える、自分らしい未来。



10代は、さまざまなことにチャレンジできる貴重な時期。

メリノールの通信制課程では、自分のペースで自分の目的や目標のために時間を使えます。

全日制に近い通学中心の学習も、スポーツや趣味に時間を充てる在宅中心の学習も。

学びのスタイルを自分でカスタマイズできる、自由度の高さが特徴です。

勉強を「やらさせる」のではなく、夢や目標のために自ら進んで「やりたい」を見つける、

そんな主体性を育む学びによって、充実した10代を過ごし、自らの手で人生の可能性を広げましょう。

本校は、1963年の高等学校設立に始まり、キリスト教精神に基づいて、

高い知性・強い意志・豊かな情操を培い、「真・善・美」を追求し、

自己の陶冶と社会への奉仕に努める人間の育成を目標として教育を行ってきました。

2017年には、校名を四日市メリノール学院高等学校に変更し、

急速に変化する現代社会の中で、誰もが自分の夢に挑戦できる学校を目指し、共学校になりました。

そして、2023年４月、より自由な学びを目指し、通信制課程を新たに設置しました。

四日市メリノール学院高等学校通信制で自分に合った学びを始めませんか。

高校進学を新たなスタートとして、
主体的に学習に取り組める生徒

自ら考えた目標を持ち、その実現に
向けて努力できる生徒

自ら考えて行動し、その結果に
責任が持てる生徒

三重県・愛知県に在住し、中学校を卒業（2024年3月卒業見込みを含む）した生徒を対象としています。
※タブレット端末を用いて学習を進めるため、ご自宅のWi-Fi環境の整備が必須となります。

本校は狭域通信制高校です。
メリノールの通信制課程は、基本的に平日は毎日3限まで授業を行う「通学型」です。

通信制と聞くと仲間づくりが難しいというイメージを持つかもしれませんが、本人次第で仲間と楽しく青春を謳歌することもできます。

一方で、通信制の特色を最大限活かした在宅中心の学習も可能です。

ライフスタイルや目標に合わせて学びのペースを決められることが魅力ですが、自己管理を続けられる意欲の高さも必要とされます。

毎日登校して授業に参加。
全日制に近い高校生活を満喫。

基本は登校。通えない日のみ
ライブ配信で授業を受講。

自宅学習で自分の時間を大切に。
スクーリングのみ登校。

通学中心 在宅中心

全日制のように毎日通うこともできる、　「通学型」の通信制課程

学校長あいさつ

募集対象

校長 高木 義成

「学びの道は自分で決める」

アドミッション・ポリシー

四日市メリノール学院通信制普通科が求める生徒

通信制高校は、全日制に比べて学習形態の自由度が大きい反面、勉強のペース配分や課題提出など

自分で管理して行動しないと卒業に必要な単位を修得することはできません。「教えてもらう」ではなく「自ら学ぶ」姿勢が大切です。

通信制高校で身につけた「自ら行動する力」は社会に出たときに必ず生かされます。
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通信制でありながら、全日制を母体に持つ本校。自然豊かな場所に佇む校舎で、全

日制の設備を利用して学習に取り組める環境が強みです。体育館などの運動施設

や、理科室・家庭科室などの教科専用の特別教室は全日制の施設を利用し、それ以

外に通信制課程専用の教室や自習室などを準備しています。面接指導（スクーリン

グ）では、全日制の生徒の校舎利用がない日程でこれらの設備を活用します。

「自分色」の高校生活で、未来を描こう

全日制の施設を利用した、充実の学習環境
POINT

01

メリノールでは、興味・関心に合わせて生徒の意欲を引き出す「個」の学びを大切に

しています。通信制では特に、生徒一人ひとりの「学びたい」に応える個別の対応が

実現可能です。授業のない時間には、勉強のわからない所について質問を受け付け

るほか、希望する生徒には大学入試に向けて個々に応じたアドバイスを行います。指

導にあたるのは、経験豊かな教員ばかり。全日制で培ったノウハウをフルに役立てな

がら、学びをサポートします。

目標に合わせて、経験豊かな教員が個別指導
POINT

02

毎日の通学が義務付けられない通信制だからこそ、ICTの利点を活かした学習の可

能性がより広がります。生徒は、入学時に一人一台タブレットを購入します。レポート

の提出・添削やプリント配布はタブレット上で行いデジタル化を推進します。通学型の

授業では、授業効率を高めるためにタブレットを活用するほか、通学をしなくてもタブレ

ットを使ってオンライン授業を受講することも可能です。ライブ配信で画面越しに出欠

確認を行い、自宅以外でもインターネット環境があればどこでも授業に参加できます。

単位を取得するためには、添削指導（レポート）・面接指導（スクーリング）・テストの3つの要件で基準を満たすことが必須です。

ICTを活用した通信制課程の教育

タブレットでレポート提出もオンライン授業も！
POINT

01

独自に開発した教育プログラム「Scritivo（スクリティーボ）」も、通信制の教育に対

応。ネット環境が整っていれば、どこでも自分のペースで学習に取り組めます。不明

点があればタブレット内に記入して質問するなど、教員とのやりとりも可能です。また、

課題を解くまでの過程を後から再生できるため、読む時間・解く時間・見直す時間など

の分析も可能で、より詳細に学習状況が把握できます。

独自の教育プログラム「Scritivo」で学習効率アップ
POINT

02

全日制課程を併設している本校では、通信制からの転籍も可能です。一定の条件を

満たす必要がありますが、「全日制でより学びを深めたい」などの意思がある場には

相談に応じます。また、通信制高校は在籍期間を設けないことが一般的ですが、本校

では３年間で卒業することを目標とします。そのため、必修科目・選択必修科目などの

卒業に必要な科目を１・２年目に集中し、万一単位が修得できなかった場合も、再履修

しやすいカリキュラムを採用しています。

学ぶ意欲があれば、全日制への転籍も可能
POINT

03 通信制課程の単位認定制度

レポートと呼ばれる各教科の問題集を解
き、指定期日までに提出します。レポートは
タブレットから提出でき、教員による添削の
やりとりもタブレット内で完結します。

（添削指導）レポート
指定日時に登校し、対面授業を受けるス
クーリングに参加します。たとえ日々の通常
授業に全て出席しても、スクーリングに出
席できない場合は単位を認められません。

面接指導（スクーリング）
レポートなどの学習内容を理解できている
か確認するため、前期・後期の年2回、テ
ストを実施します。一定の合格ラインをクリ
アすることで単位が認定されます。

テスト（単位認定試験）

周囲からの勧めで、この学校のことを知りました。入学の決め手にな
ったのは、通信制でありながらも通学ができること。実際に通ってみる
と気さくに話しかけてくれる同級生が多く、友達と一緒に勉強できるこ
とから、毎日登校するモチベーションが維持できています。

在校生の声

気の合う友達ができて
学校にもっと
通いたくなった。

高校生活で自分の
夢を見つけたい！

体調に合わせて無理なく通える、柔軟性の高さに惹かれて入学しまし
た。最初は不安もありましたが、境遇の似た仲間もいてコミュニケーシ
ョンがとりやすく、安心して通学できています。時には自宅でゆっくり学
習し、登校できる日は友達との昼食を楽しみに授業に出席しています。

在校生の声

「時々」も「毎日」も。
通学ペースを自由に
選べるのが嬉しい！

体調優先で
マイペースに。

「勉強をさせられる」から「勉強をする」スタイルに意識を変えることで、
何事にも自主的に取り組むことができるようにサポートします。自分か
ら周囲にはたらきかける行動と経験を積み重ねることで、社会に対し
ても積極的に関わることができる人に成長してほしいと思います。

伊藤 岳樹 先生 通信制課程 教頭

先生の声

主体性を引き出し
やる気アップを
サポート！

個々に向き合う
丁寧な指導を大切に。

一人ひとりに「わかる喜び」を実感してもらうためにしっかり寄り添い、
学ぶ楽しさを継続していくことを大切にしています。今、置かれている
環境で自分の力を発揮しきれずにいるのなら一歩踏み出して、高校
生活の花を咲かせる場所に本校通信制課程を選んでみてください。

西岡 將美 先生

先生の声

学ぶ楽しさを見つけて
自分の可能性を
開花させよう。

学力＋社会人力が
身につく環境！

通信制課程 教諭
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1 日 の 流 れ
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一週間の時間割例

● 実際の時間割では「国語」のところに科目名（例「現代の国語」）が入ります。
● 午前中に３時間授業を行います。授業を受ける場所は、教室での対面やインターネット環境のある場所でリモートが選べます。
● 午後は、中学の学習内容の学び直しや、進学のための受験勉強など個々に対応した個別指導を行います。
● 15：00以降を放課としますが、その後も学校内で継続して学習することが可能です。
また、生徒が自主的に学習以外の活動（例：ロボット製作、ゲームのプログラム制作等）を行うことも可能です。

1時限
9:50ｰ10:40

2時限
10:50ｰ11:40

3時限
11:50ｰ12:40

休憩
12:40ｰ13:30

登校 9:40

13:30ｰ15:00 自習・レポート作成・個別指導（学び直し・進学指導）

昼食・休憩

放課（自習・レポート作成・個別指導・自主活動）15:00ｰ

授業準備

月 火 水 木 金

9:40 基本的には毎日登校して、
午前中は授業に出席。

教室で友達と楽しくランチタイム。12:40

13:30 午後も学校に残ってレポート学習。
友達と教え合ったり、先生に質問したり、
自分のペースで勉強。

15:30 学校を出て帰宅。週3日、勉強に支障が
ない範囲でアルバイトへ。

9:30 体調面から朝早くの活動は大変なので、
午前中はオンラインで授業に出席。

13:30 無理なく午後から登校。
午前中の授業でわからなかったところを
先生に質問。中学校で不安のあった
学習範囲の学び直しも。

16:30 今日は体調が良かったので、少し長めに
学校で勉強。夕食に間に合うように帰宅。

TIME TABLE

《Ａ日程》専願のみ

但し、全日制と同じく世帯収入により就学支援金の支給額は変わります。また、全日制に在籍していた場合は支給対象外になる場合があります。詳細は文部科学省のＨＰを参照

入学検定料及び授業料等
入学検定料 12,000円

入学金 45,000円

授業料（月額） 25,000円

学習支援料（月額） 20,000円

教育充実費（初年度のみ） 250,000円

入試当日

2023 8/1火

202312/20 水

エントリー 面談期間

2023 8/21月

202312/24 日

出　願

202312/4 月

20241/12 金

1/20 土

2024

《Ｂ日程》専願・併願

入試当日出　願

1/28 日

2024

※エントリー面談はありません。

202312/4 月 20241/22 月

入試までの流れ通学中心も在宅中心も、時間の使い方は自由。
実際のスケジュール例を参考に、学校生活をイメージしてみましょう。

関西本線

名古屋線

鈴
鹿
線

三
岐
鉄
道

三
岐
鉄
道

北
勢
線

湯
の
山
線

バス所要時間案内

■ 亀山方面から
JR四日市駅からバス
（近鉄四日市駅経由）/25～30分

近鉄四日市駅からバス/20～25分
近鉄高角駅：伊勢川島駅から自転車/15～20分

■ 桑名・鈴鹿方面から

専用バス/20分
定期バス：福王山方面行のバス
　　　　（末永橋・メリノール経由）/20分
　　　　 四日市消化器病センター行きのバス
　　　　（美里ヶ丘・メリノール経由）/25分

■ 近鉄四日市駅からのバス

JR
名古屋

近鉄
名古屋

近鉄
弥富

弥富 朝日

桑名 富田

楚原 西藤原

亀山JR
四日市

近鉄
四日市 伊勢若松

近鉄
JR

三岐鉄道
バス

白子

平田町

伊勢川島

桜

菰野

津

高角穴太 山城 四日市メリノール学院
中学校・高等学校

アクセスACCESS

規則正しい生活リズムで
朝から登校。
アルバイトも
しっかり両立したい。

毎日決まった
時間に縛られず、
自分のペースで
学校に通いたい。

05 06
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〒512-1205 三重県四日市市平尾町2800
TEL.059-326-0067 FAX.059-326-8345

https://maryknoll.ed.jp/

四日市メリノール学院高等学校
学校案内2024通信制課程

自由な学びで叶える、自分らしい未来。


